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陸
上
競
技
場
は
約
１
年
間
の
改

修
期
間
を
経
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
内

の
芝
生
を
天
然
芝
か
ら
人
工
芝
に

変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
の
一
部
を
張

り
替
え
る
な
ど
し
て
、
３
月

日
３０

よ
り
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問諮

市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３２３日日日日日日日日日日日松松松松松松松松松松松
午午午午午午午午午午前前前前前前前前前前午前７７７７７７７７７７７時時時時時時時時時時時～～～～～～～～～～～７７７７７７７７７７７時時時時時時時時時時時３３３３３３３３３３００００００００００３０分分分分分分分分分分分

市市市市市市市市市市総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動公公公公公公公公公公園園園園園園園園園園市総合運動公園内内内内内内内内内内内
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸上上上上上上上上上上競競競競競競競競競競技技技技技技技技技技陸上競技場場場場場場場場場場場

朝
日
を
浴
び
な
が
ら
、
き
れ
い

な
芝
生
や
ト
ラ
ッ
ク
の
上
で
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
し
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
定
員

１
０
０
０
人（
当
日
先

着
順
）

●
持
ち
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
そ
の
他

丸
山
洋
生
氏（
愛
知

ひ
ろ
お

県
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
理
事
長
）に

よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
も

あ
り
ま
す









園内を散策しながら謎
解きを楽しめるクイズ
ラリー。協力して「い
たずらバーニー」の謎
を解き、「黄金のイース
ターエッグ」を見つけ
出そう！（台紙１冊３００
円、５月２９日掌まで）
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地ビール
レストラン
ホレ・フェスト

限定
クイズラリー

ジャブジャブ池のほとりにある
花時計を中心にした、名前どお
りのファンタジーな花園。今年
はベゴニアがみどころ。

ファンタジー
ガーデン

ホレフェストはデンマーク語で「さあ、
パーティーをしよう！」。味自慢の料理
と３種の地ビールは絶品です！

撮影場所としても人気の高い「秘密の花園」。アンティークレン
ガのアーチで区切られた黄・桃・青・赤・白の５つの部屋は、
花色別にデザイン・植栽されており、ロマンティックな時間を
満喫することができます。

秘密の花園

本券１枚で２人まで１回限り入園できます
休園日：火曜日（５月３日抄、８月９日昇は開園）

市民特別入園券
安城産業文化公園デンパーク

有効期限

本券１枚で２人まで１回限り入園できます
休園日：火曜日（５月３日抄、８月９日昇は開園）

市民特別入園券
２０１６年
９月３０日晶

安城産業文化公園デンパーク

有効期限

〈キリトリセン〉

〈キリトリセン〉

２０１６年
９月３０日晶

サンプル

サンプル







一
般
会
計

平
成

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
８
次
総
合

２８

計
画
の
目
指
す
都
市
像「
幸
せ
つ
な
が
る
健
幸
都

け
ん
こ
う

市
安
城
」の
実
現
に
向
け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
の
年
と

位
置
づ
け
、
当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
骨
格
的
予
算
を

視
野
に
入
れ
た
前
年
度
よ
り

億
円
余
増
の

億

９７

７２９

円
余
と
な
り
、
こ
の
予
算
額
は
、
安
城
市
政
初
の

億
円
超
え
と
な
る
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７００◆
歳
入

市
税
は
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
前
年
度
よ

り

・
２
億
円
余
減
の

億
円
余
を
計
上
し
、
不

１１

３６５

足
財
源
は
、
基
金
や
市
債
の
増
に
よ
り
対
応
し
て

い
ま
す
。

◆
歳
出

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
中
核
的
な
施
設
で
あ
る
図
書

情
報
館
の
建
物
取
得
費
や
そ
の
シ
ス
テ
ム
関
連
経

費
な
ど
で

億
円
余
を
計
上
し
、
平
成

年
６
月

５３

２９

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
み
の
わ
保
育
園
の
移
転
建
設
工

事
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、
並
び
に
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
Ａ
球
場
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
改
修
な
ど

を
実
施
し
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
力
を

入
れ
て
い
く
ほ
か
、
中
小
企
業
支
援
に
向
け
た
施

策
も
積
極
的
に
推
進
し
、
健
幸
都
市
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■問諮

財
政
課

（
緯〈

〉２
２
１
０
）

７１

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

歳入（７２９億２０００万円）
３６５億５９０８万円陰市税

自
主
財
源

７２億１７８９万円隠繰入金
２３億２８９１万円韻諸収入

１５億円吋繰越金
９億５１０１万円右使用料及び手数料
７億８２３０万円宇分担金及び負担金
２億５９１５万円烏財産収入
８７億４１３３万円羽国庫支出金

依
存
財
源

５４億８９００万円迂市債
３９億７０００万円雨地方消費税交付金
３８億１０３３万円卯県支出金
１３億１１００万円鵜その他の依存財源
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主
な
事
業

第
８
次
総
合
計
画
の
目
指
す
都
市
像「
幸
せ
つ
な

が
る
健
幸
都
市
安
城
」の
５
つ
の
要
素
で
あ
る「
健
康
」

「
環
境
」「
経
済
」「
き
ず
な
」「
こ
ど
も
」に
沿
っ
て
紹
介

し
ま
す
。

●「
健
康
」生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
に
す
ご

せ
る
ま
ち

健
幸
都
市
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
映
像
制
作
や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど

（
２
３
０
９
万
円
）、健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
体

験
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催（
１

１
２
０
万
円
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
小
中
学
校
屋
外
へ
の
設
置

（

万
円
）、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
Ａ
球
場
の
改
修
な
ど

６３３
（
２
億
４
９
０
０
万
円
）、体
育
館
の
大
規
模
改
修
に

向
け
た
設
計（
３
９
０
０
万
円
）

●「
環
境
」く
ら
し
の
質
を
高
め
る
持
続
可
能
な
ま
ち

し
尿
処
理
施
設
の
下
水
道
処
理
施
設
へ
の
接
続
・
改

修
工
事
の
実
施（

億
６
７
３
０
万
円
）、さ
わ
や
か

１２

マ
ナ
ー
活
動
の
推
進
、
三
河
安
城
駅
周
辺
の
喫
煙
禁

止
区
域
の
指
定
な
ど（

万
円
）、根
羽
産
材
を
使
っ

７２０

た
木
づ
か
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど（

万
円
）、消
費
生
活

２３４

セ
ン
タ
ー
の
開
設（

万
円
）、堀
内
公
園
の
大
型
遊

３３４

具
の
更
新
、
３
歳
未
満
児
の
専
用
空
間
の
整
備
な
ど

（
６
７
０
０
万
円
）、地
区
公
園
１
カ
所
へ
の
健
康
遊

具
の
設
置（

万
円
）

３００

●「
経
済
」地
域
の
魅
力
、
潤
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち

道
の
駅
の
円
形
ト
イ
レ
の
改
修
、
デ
ン
パ
ー
ク

園
路
改
修
工
事
、
園
内
放
送
設
備
の
更
新
な
ど（
２

億
２
２
２
０
万
円
）、中
小
企
業
が
実
施
す
る
設
備
投



特
別
会
計

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
保
険
事

業
と
後
期
高
齢
者
医
療
を
増
額
と
し
て
い

る
一
方
、
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
雇
用

の
改
善
な
ど
に
伴
う
被
保
険
者
数
の
減
少

を
見
込
み
減
額
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
体
で
１
億
円
余
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
に
お
け
る
重
要
管
路
や
老
朽

管
の
布
設
替
え
な
ど
に
よ
り
、
２
億
円
余

の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

歳出（７２９億２０００万円）
２３０億９４２７万円課民生費
１５４億９０１０万円嘩土木費
１０３億２５６６万円貨教育費
８７億２２２６万円迦衛生費
６４億８３８７万円過総務費
２７億２９７８万円霞公債費
２１億６３７５万円蚊消防費
１９億５１４６万円俄農林水産業費
１１億９１２６万円峨商工費
４億１７８８万円我議会費
３億４９７１万円牙その他

特別会計
前年度比予算額会計名
－２．５％１７４億９５００万円国民健康保険
－８０．０％１００万円土地取得
－１４．３％２億４０００万円有料駐車場
＋５．４％４４億２６００万円下水道
＋３．２％６５００万円農業集落排水
－７．３％２３億５０００万円桜井駅周辺特定土地区画整理
＋２．２％９０億９７００万円介護保険
＋９．０％１８億６６００万円後期高齢者医療
－０．３％３５５億４０００万円計

公営企業会計（水道事業）
前年度比予算額会計名

＋０．９％２９億４９００万円収益的支出
＋１４．３％１４億５７００万円資本的支出
＋５．０％４４億６００万円計

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

市民１人当たりの歳出（３９万２３１５円）
１万１６４１円蚊消防費１２万４２４９円課民生費

１万４９９円俄農林水産
業費

８万３３３８円嘩土木費
５万５５５３円貨教育費

６４０９円峨商工費４万６９２７円迦衛生費
２２４８円我議会費３万４８８４円過総務費
１８８１円牙その他１万４６８６円霞公債費

※３月１日現在の人口１８万５８７１人で算出。

牙 広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報ああああああああああんんんんんんんんんんじじじじじじじじじじょょょょょょょょょょうううううううううう広報あんじょう 2222222222000000000011111111116666666666..........4444444444..........2016.4.11111111111

資
へ
の
補
助（
２
億
８
０
０
０
万
円
）、企
業
立
地

資
へ
の
補
助（
２
億
８
０
０
０
万
円
）、企
業
立
地
のの

推
進（
榎
前
地
区
工
業
団
地
）（
７
８
３
７
万
円
）

推
進（
榎
前
地
区
工
業
団
地
）（
７
８
３
７
万
円
）、、ア

ン
フ
ォ
ー
レ
の
中
核
的
な
施
設
で
あ
る
図
書
情
報
館

の
建
物
取
得
な
ど

の
建
物
取
得
な
ど（（

億
２
９
７
１

億
２
９
７
１
万
円
）、

万
円
）、南
明
治

南
明
治

４５４５

第
一
土
地

第
一
土
地
区区
画画
整
理
事
業
の
継
続

整
理
事
業
の
継
続（（

億億
３
６
６
７

３
６
６
７

１６１６

万
円
万
円
））

●●「
き
ず
な

「
き
ず
な
」」人
々
が
優
し
く
つ
な
が
り
、
支
え
合

人
々
が
優
し
く
つ
な
が
り
、
支
え
合
うう

安
全
安
心
な
ま

安
全
安
心
な
ま
ちち

追
田
排
水
区
内
水
対
策
の
実

追
田
排
水
区
内
水
対
策
の
実
施施

（
６
（
６
億億

万
円
）、マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
の
導
入

万
円
）、マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
の
導
入（（

万万

４００４００

３００３００

円
）、人
口
集
中
地
区
へ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

円
）、人
口
集
中
地
区
へ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補補

助助（（

万
円
）、文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
に
向

万
円
）、文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
に
向
けけ

３００３００
た
設
た
設
計計
、、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
改
修（
１
億
７
３

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
改
修（
１
億
７
３
００

０
万
円
）、図
書
情
報
館
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
情
報

０
万
円
）、図
書
情
報
館
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
情
報
機機

器
類
の
整
備
な
ど（
９
億
２
６
４
３
万
円
）、地
域

器
類
の
整
備
な
ど（
９
億
２
６
４
３
万
円
）、地
域
包包

括括
ケ
ア
シ

ケ
ア
シ
スス
テ
ム
の
構
築（
２
億
４
８
３
０
万
円

テ
ム
の
構
築（
２
億
４
８
３
０
万
円
））

●●「
こ
ど
も

「
こ
ど
も
」」子
ど
も
た
ち
を
社
会
で
豊
か
に
育

子
ど
も
た
ち
を
社
会
で
豊
か
に
育
むむ
まま

ちち

み
の
わ
保
育
園
の
移
転
整
備（
８
億
９
３
５

み
の
わ
保
育
園
の
移
転
整
備（
８
億
９
３
５
３３

万
円
）、（
仮
称
）子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備

万
円
）、（
仮
称
）子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
にに

向
け
た
設
計
な
ど（
３
５
２
９
万
円
）、保
健
セ
ン

向
け
た
設
計
な
ど（
３
５
２
９
万
円
）、保
健
セ
ン
タタ

ー
の
改
修（
７

ー
の
改
修（
７
億億

万
円
）、安
城
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ

万
円
）、安
城
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
のの

４５０４５０

推
進（
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
実
施

推
進（
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
実
施
））

（
新
規

（
新
規
分分

万
円
）、少
人
数
学
級
の
推
進（
小
学
４

万
円
）、少
人
数
学
級
の
推
進（
小
学
４
年年

１３７１３７

生
へ
の
拡
充
な
ど
）（
１

生
へ
の
拡
充
な
ど
）（
１
億億

万
円
）、ス
ク
ー
ル
ア
シ

万
円
）、ス
ク
ー
ル
ア
シ

９４７９４７

ス
タ
ン
ト
制
度
の
創
設（
６
５
８
８
万
円
）、茶
臼

ス
タ
ン
ト
制
度
の
創
設（
６
５
８
８
万
円
）、茶
臼
山山

野
外
セ
ン
タ
ー
の
改
修（
１
億
３
３
７
０
万
円
）、

野
外
セ
ン
タ
ー
の
改
修（
１
億
３
３
７
０
万
円
）、小小

中
学
校
校

中
学
校
校
舎舎
・・
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修（
５
億
２

体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修（
５
億
２
７７

３
０
万
円
）、小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

３
０
万
円
）、小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
どど

の
整
備（
１
億
９
２
４
０
万
円
）、東
山
中
学
校
の

の
整
備（
１
億
９
２
４
０
万
円
）、東
山
中
学
校
の
校校

舎
改
修（
２
億
１
８
１
４
万
円

舎
改
修（
２
億
１
８
１
４
万
円
））

●
そ
の

●
そ
の
他他

市
議
市
議
会会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進（
１
１
７

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進（
１
１
７
１１

万
円
）、市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
市
役
所
フ

万
円
）、市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
市
役
所
フ
ロロ

ア
改
修（
３
億
円
）、市
役
所
立
体
駐
車
場
の
整
備（

ア
改
修（
３
億
円
）、市
役
所
立
体
駐
車
場
の
整
備（
６６

億
３
０
０
０
万
円
）、証
明
書
コ
ン
ビ

億
３
０
０
０
万
円
）、証
明
書
コ
ン
ビ
ニニ
交
付
事
業
の

交
付
事
業
の

実実
施施（
３
２
０
０
万
円

（
３
２
０
０
万
円
））



な
い
方
等
に
有
料
で
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
起
業
者
同
士

や
市
民
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
住
民
票
の
発
行
等
窓
口
業
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、
J
R
安
城
駅
か
ら

徒
歩
圏
内
の
旧
更
生
病
院
跡
地
に
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
、
図
書
情
報
館
を
核

と
す
る
拠
点
施
設
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。
拠
点
施
設
内
の
窓
口
で
は
、
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
に
加
え
、

戸
籍
謄
本
・
抄
本
や
税
務
証
明
の
発
行
、

市
民
保
養
事
業
補
助
金
交
付
申
請
の
受

付
、
旅
券
発
給
の
申
請
・
交
付
等
を
行

う
予
定
で
す
。

※
昨
年

月
、
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
１
階
に
観

１１

光
案
内
所
兼
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
K

E
Y
P
O
R
T（
キ
ー
ポ
ー
ト
）を

開
設
し
ま
し
た
。

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
内
の
指
定
喫

煙
場
所
に
つ
い
て

◆
意
見

J
R
安
城
駅
周
辺
が
路
上
喫
煙
禁
止

区
域
に
指
定
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
区
域

内
に
指
定
喫
煙
場
所
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
駅
の
入
口
か
ら
喫
煙
場
所
ま
で

ああ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
帯

あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
帯
がが

た
ば
こ
の
煙
で
臭
く
な
っ
て
い
ま
す

た
ば
こ
の
煙
で
臭
く
な
っ
て
い
ま
す
。。

ま
た
、
喫
煙
場
所
ま
で
歩
き
た
ば
こ

ま
た
、
喫
煙
場
所
ま
で
歩
き
た
ば
こ
をを

す
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ

す
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れれ

で
は
、
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
意
味

で
は
、
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
意
味
がが

な
い
の
で
は

な
い
の
で
は
。。

◆
回
答

安
城
市
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
昨
年

月
1
日
よ

１０

り
J
R
安
城
駅
と
名
鉄
新
安
城
駅
の
ロ

ー
タ
リ
ー
周
辺
を
路
上
喫
煙
禁
止
区
域

と
し
て
指
定
し
、
路
上
で
の
喫
煙
を
禁

止
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
の
往
来
が
多
い
場
所
で

の
喫
煙
は
、
副
流
煙
や
歩
き
た
ば
こ
の

火
に
よ
る
子
ど
も
の
火
傷
等
、
他
者
へ

重
大
な
害
を
与
え
る
行
為
に
当
た
る
た

め
で
す
。
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
で
は
、

指
定
さ
れ
た
喫
煙
場
所
以
外
で
は
携
帯

灰
皿
を
持
っ
て
い
て
も
喫
煙
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
喫
煙
場
所
は
、
分
煙
の
徹
底
及

び
た
ば
こ
の
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
予
防
の

J
R
安
城
駅
ビ
ル
の
活
用
に
つ
い

て◆
意
見

J
R
安
城
駅
ビ
ル
を
公
共
施
設
と
し

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
図
書
館
の
返

却
ポ
ス
ト
の
設
置
や
市
役
所
の
出
張
所

を
設
け
住
民
票
や
印
鑑
証
明
の
発
行
等
、

窓
口
業
務
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◆
回
答

本
市
で
は
、
J
R
安
城
駅
の
空
き
店

舗
と
な
っ
て
い
る
箇
所
へ
観
光
案
内
所

と
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
観
光
案
内
所
で
は
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
交
通
手
段
の
案
内
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
観
光
情
報
の
発
信
、
土
産
品

の
紹
介
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
の

ほ
か
、
ご
意
見
い
た
だ
い
た
図
書
の
返

却
や
予
約
図
書
の
貸
出
も
行
う
予
定
で

す
。ビ

ジ
ネ
ス
支
援
施
設
で
は
、
起
業
し

て
間
が
な
い
た
め
事
務
所
を
持
っ
て
い

画広報あんじょう 2016.4.1

「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」や「
ご
意
見
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」等
で
寄
せ
ら
れ
た
市
政
へ
の
提
案

や
意
見
は
、
市
長
が
目
を
通
し
、
回
答
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
一
部
を
公
表
し
ま
す
。

２７

■問諮

秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈

〉２
２
０
２
）

７１

市
民
の
声
を
公
表
し
ま
す

昨昨昨年年１１１１月に開設し月に開設したたKKEYPOREYPORTT



た
め
、
人
通
り
か
ら
一
定
程
度
離
れ
た

位
置
で
受
動
喫
煙
防
止
策
に
配
慮
し
た

形
で
設
置
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
設
置
場
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
へ

の
配
慮
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
名
鉄
新

安
城
駅
に
お
い
て
は
、
人
の
往
来
が
多

い
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
は
設
置
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
J
R
安
城
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ

ー
で
は
、
駅
利
用
者
の
動
線
か
ら
外
れ
、

往
来
が
少
な
く
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て

い
る
場
所
に
1
カ
所
設
置
し
ま
し
た
。

南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
従
来
2
カ
所
に

あ
っ
た
灰
皿
を
1
カ
所
に
集
約
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
を

指
定
す
る
趣
旨
を
周
知
す
る
た
め
、
広

報
活
動
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
継
続
し
、

受
動
喫
煙
の
防
止
に
配
慮
し
た
喫
煙
マ

ナ
ー
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

◆
意
見

家
の
前
に
交
通
量
の
多
い
T
字
の
交

差
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
交

差
点
に
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
な
く
、
交

通
事
故
が
起
き
そ
う
な
場
面
に
何
度
か

遭
遇
し
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ

れ
ば
、
一
時
停
止
の
時
に
確
認
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
よ
く
歩

い
て
い
る
の
で
心
配
で
す
。
安
心
安
全

の
た
め
に
も
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
回
答

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
関
し
ま
し

て
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
直
ぐ
に
要
望
に
応
え
る

事
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
設
置
に
際
し
て
は
、
町
内
会

と
調
整
を
行
い
、
要
望
箇
所
の
中
か
ら

危
険
性
及
び
必
要
性
の
高
い
箇
所
よ
り

順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
担
当
部
署
か
ら
町
内
会
に
状

況
を
お
伝
え
し
ま
す
が
、
改
め
て
、
お

住
ま
い
の
地
区
の
町
内
会
に
ご
相
談
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

臥 広報あんじょう 2016.4.1

臨
時
保
育
士
の
増
員
に
つ
い
て

◆
意
見

保
育
士
資
格
を
持
ち
再
び
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
募
集
が
任
期
付
と

な
る
と
、
長
く
勤
め
ら
れ
な
い
と
思
い
、

他
職
種
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
臨
時

保
育
士
の
時
給
を
上
げ
て
、
人
員
を
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。
臨
時
保
育
士
の
増

員
に
よ
り
正
規
職
員
の
負
担
も
減
り
、

良
い
保
育
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

◆
回
答

子
育
て
家
庭
の
女
性
の
社
会
進
出
状

況
か
ら
、
子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
お
り
、
本
市
の
保
育
園
で
は
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
低
年

齢
児
保
育
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
、

休
日
保
育
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
よ
り
充
実
し
た
保
育
の
実
践
の

た
め
、
正
規
職
員
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
部
分
で
任
期
付
職
員
や
臨
時
職
員

を
雇
用
し
、
保
育
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
臨
時
職
員
の
賃
金
単
価
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
内
他
市
の
状
況
か
ら

す
る
と
低
い
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

定
期
的
に
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
必

要
が
あ
れ
ば
見
直
し
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
臨
時
職
員
数
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
任
期
付
職
員
を
含
め
た
適
正

な
人
数
の
確
保
に
努
め
、
各
保
育
園
に

配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
本
年
４
月
か
ら
、
保
育
士
等
臨
時
職

員
の
賃
金
単
価
を
見
直
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
回
答

は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

「
市
民
の
声
」の
公
表
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
安
城
市
を
育
て
る
た
め

の
前
向
き
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
ご
意
見
Ｂ
Ｏ
Ｘ

封
を
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
封
書
と
し
て
郵
送
で
き

ま
す（
切
手
不
要
）。用
紙
は
、
市

役
所
１
階
案
内
、
各
地
区
公
民
館

等
で
配
布
し
て
い
ま
す

●
市
長
へ
の
メ
ー
ル

市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
内
市
長
へ
の
メ
ー
ル

ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
で
き
ま
す

ＪＪＲ安城駅北口の指定喫煙場ＪＲ安城駅北口の指定喫煙場所所

要望により設置され要望により設置されたた
カーブミラカーブミラーー



広報あんじょう 2016.4.1 芽

南
吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
・

描
画
者
を
募
集

J
R
安
城
駅
前
商
店
街
の
公
共

施
設
や
商
店
街
の
店
舗
壁
面
等
に

描
か
れ
て
い
る
南
吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
描
画

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
描
画
場
所
／
大
き
さ

左
表
・

写
真
の
と
お
り

●
デ
ザ
イ
ン
制
作
の
題
材

次
の

中
か
ら
１
点
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

暫
詩「
寓
話
」

暫
詩「
牛
」

暫
短
歌「
秋
陽
さ
す
三
河
の
路
に

輪
を
つ
ら
ね
遠
乗
り
行
か
す
少

女
ら
と
吾
と
」

暫
俳
句「
講
堂
に
ピ
ア
ノ
鳴
り
や

み
秋
の
薔
薇
」

暫
童
話『
小
さ
い
太
郎
の
悲
し
み
』

暫
新
美
南
吉
像

●
対
象

５
月

日
松
～
６
月

１４

２５

日
松
に
、
作
品
を
ペ
ン
キ
で
描
画

で
き
る
個
人
・
団
体

※
描
画
作
業
時
は
、
プ
ロ
の
ペ
イ

ン
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

●
報
酬

各

万
円

１５

●
注
意
事
項

応
募
は
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
。
完
成
し
た
壁
画

の
著
作
権
等
は
安
城
市
に
帰
属
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
記
載
し
た

以
外
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い

●
応
募
方
法

５
月
９
日
捷
ま
で

の
午
前
８
時
～
午
後
８
時
に
、
作

品（
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
内
。
裏
面
に

応
募
用
紙
を
貼
付
）を
、
持
参
か

郵
送（
必
着
）で
叙
安
城
ス
タ
イ
ル

（
〒

－

０
０
３
２
御
幸
本
町
１

４４６
－

１
／
K
E
Y
P
O
R
T
内
）へ

※
応
募
用
紙
・
募
集
要
項
は
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
作
品
採
用
者
の
み
、
５
月
中
旬

ま
で
に
選
考
結
果
を
連
絡
。

大きさ描画場所

横５０尺ｘ縦
２００尺程度

御幸本町２－１
（「両口屋菓匠」西側壁面）

横１００尺ｘ縦
１００尺程度

御幸本町２－５
（「丸八証券安城支店」東側壁面）

横１００尺ｘ縦
１００尺程度

御幸本町３－２
（「三丸茶房」東側壁面）

■問
▼
中
央
図
書
館

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６
㈱
安
城
ス
タ
イ
ル

（
緯〈

〉９
５
１
１
）

７３

「両口屋菓匠」西側壁面 「丸八証券安城支店」東側壁面 「三丸茶房」東側壁面

●
対
象
者

ス
ポ
ー
ツ
の
県
大
会

等
地
区
予
選
会
・
選
考
会
を
経
て
、

国
際
大
会
・
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

●
対
象
と
な
る
大
会

開
催
地
区

を
統
一
す
る
体
育
団
体（
非
営
利

団
体
）が
主
催
し
、
全
国
の
過
半

数
の
地
区
の
代
表
が
参
加
す
る
国

際
大
会
・
全
国
大
会
で
あ
る
こ
と

（
予
選
が
な
い
場
合
等
対
象
と
な

ら
な
い
大
会
も
あ
り
ま
す
）

●
激
励
金
額

国
際
大
会
止
1
人

1
万
５
０
０
０
円
～
５
万
円

全

国
大
会
止
１
人
３
０
０
０
円
～
５

０
０
０
円

い
ず
れ
も
団
体
の
場

合
は
上
限
あ
り

●
申
し
込
み

大
会
の

日
前
ま

１４

で
に
、
申
請
書
・
出
場
す
る
大
会

の
開
催
要
項
・
大
会
参
加
申
込
書

の
写
し
・
予
選
大
会
の
成
績
表
等

を
持
っ
て
市
体
育
館
へ

※
申
請
書
は
同
館
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
等
に
出
場

す
る
選
手
・
団
体
へ
の
激
励
金

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
が
利
用
で
き

ま
す

●
対
象
者

市
内
に
活
動
拠
点
を

置
く
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

の
活
動
に
参
加
す
る
人

●
対
象
活
動

市
民
団
体
の
公
益

的
な
活
動
、
防
災
訓
練
・
運
動
会

等
の
町
内
会
活
動
、
子
ど
も
会
等

の
指
導
育
成
活
動
、
社
会
福
祉
・

環
境
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
市
主
催
の
行
事
・
公
民
館
講

座
等

※
右
記
以
外
の
自
主
的
な
活
動
は

対
象
外
。

●
補
償
内
容

賠
償
責
任
保
険
止

主
催
者
や
指
導
者
が
法
律
上
の
賠

償
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
、
事
故

１
件
に
つ
き
最
高
５
億
円（
免
責

１
件
に
つ
き
１
０
０
０
円
）
傷

害
保
険
止
指
導
者
や
参
加
者
が
傷

害（
※
）を
受
け
た
場
合
、
死
亡
３

０
０
万
円
、
入
院
１
日
２
０
０
０

円
、
通
院
１
日
１
０
０
０
円

※
脳
・
心
臓
病
疾
患
等
を
除
く
。

熱
中
症
は
対
象
で
す
。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１
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平
成

年
度
安
城
市
市
民
活
動
補

２８

助
金
対
象
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

市
民
活
動
補
助
金
は
、
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
補
助
金

で
す
。

●
団
体
名
／
申
請
事
業
／
事
業

名
／
事
業
概
要

左
表
の
と
お
り

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

事業概要事業名申請事業団体名
ナガサキピースミュージアムに収蔵され
ている戦争や平和に関する物品の展示や
平和に関する基調講演を実施

やろまいか みん
なの平和祭２０１６市民提案型

やろまいか
みんなの平和
祭実行委員会

ニートやひきこもり状態にある若者自ら
が関心のある事柄を探し、イベントを企
画・運営

居場所づくりプロ
ジェクト市民提案型川の会

障がい者、市民、小学生、ボランティア
と一緒にさわやかマナーを啓発する四こ
まマンガや、ぬりえを用いたカレンダー
を作成し配布及びwebで公開する

「さわやかマナー」
を四こまマンガに
して啓発する事業

行政提示型NPO法人
フィリアの会

「南海トラフ巨大地震」に立ち向かうための
ヒト・コト・モノの備えについての学び合
いを目的に、名大減災連携研究センターよ
り講師を招き講演会を開催

更なる飛躍を目指
して！１０周年記念
防災講演会

市民提案型安城防災ネッ
ト

中学生・高校生を対象に、「人間のことば」
をテーマに理系の書籍「フーリエの冒険」
と文系の書籍「古事記の暗号」を紹介しな
がら講座を行う

ティーンズ（中学
生・高校生）向け
読書推進事業

行政提示型
ヒッポファミ
リークラブ安
城

由利姫の歴史的事実を冊子にまとめる。
また、由利姫の命日である７月７日に、
語りとオカリナ演奏、歴史博物館学芸員
の講演等、由利姫講の復活事業を実施

創造性ある豊かな
ふるさとづくり市民提案型根崎民俗研究

会

平
成

年
２
月
、
私
が
安
城

１５

市
長
選
挙
に
初
当
選
し
た
時
、

最
も
困
難
な
課
題
は
末
広
・
花

ノ
木
を
中
心
と
し
た
南
明
治
地

区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
立

ち
上
げ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
私
が
ま
だ

代
の
市

２０

議
の
頃
、
先
輩
市
議
か
ら「
こ

の
密
集
市
街
地
に
は
手
が
つ
け

ら
れ
て
な
い
が
、
い
つ
か
誰
か

が
こ
の
地
域
を
何
と
か
せ
ね
ば

な
ら
な
い
」と
聞
か
さ
れ
、
そ

の
大
役
を
担
う
人
を
気
の
毒
に

思
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
後

に
、
図
ら
ず
も

私
が
そ
の
重
責

を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

地
域
に
は
反

対
意
見
も
あ
っ

た
も
の
の
、
災

害
発
生
を
考
え

れ
ば
、
防
災
上

の
観
点
か
ら
何

と
し
て
も
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
本
市
の
最

重
要
課
題
と
思

わ
れ
、
賛
同
し

て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
と
と
も
に

意
を
決
し
て
事

業
に
と
り
か
か

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
安
全
を
高
め
る
こ

と
と
合
わ
せ
て
、
高
い
関
心
の

的
と
な
っ
た
の
は
更
生
病
院
跡

地
で
し
た
が
、「
跡
地
を
ど
う
す

る
の
か
」を
多
く
の
皆
さ
ん
に

問
え
ば
、
十
人
十
色
の
ご
意
見

が
返
る
ば
か
り
。
こ
ち
ら
も
構

想
段
階
か
ら
難
航
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
頃
に
は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震

災
と
、
日
本
を
揺
る
が
す
経
済

変
動
や
大
災
害
が
続
き
、
本
市

の
経
済
環
境
や
財
政
事
情
も
様

変
わ
り
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

先
行
き
不
透
明
感
が
漂
う
時
代

に
あ
っ
て
も
、
未
来
に
向
け
た

市
民
の
夢
や
希
望
の
象
徴
と
な

る
都
市
施
設
の
建
設
を
と
願
い

続
け
て
き
た
結
果
、
よ
う
や
く

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
核
と
な
る
図

書
情
報
館
の
骨
格
が
建
ち
上
が

り
ま
し
た
。

歴
史
の
あ
る
住
宅
密
集
地
域

で
、
多
く
の
方
に
家
屋
移
転
を

お
願
い
せ
ね
ば
な
ら
な
い
市
街

地
整
備
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人

た
ち
の
心
情
を
想
え
ば
、
こ
ち

ら
も
断
腸
の
思
い
と
い
う
の
が

私
の
真
情
で
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
て

い
ま
す
。

春
を
迎
え
た
今
、
市
長
室
の

窓
か
ら
も
桜
並
木
越
し
に
、
ア

ン
フ
ォ
ー
レ
の
雄
姿
が
具
体
的

に
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
周
囲
に
暮
ら
す
住
民
の

皆
さ
ん
同
様
、
私
も
日
々
ア
ン

フ
ォ
ー
レ
を
眺
め
、
わ
が
子
の

誕
生
を
心
待
ち
に
す
る
親
の
よ

う
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。

アンフォーレの建設風景（３月４日碧海信用金庫本店より撮影。
右後方はあいち中央農業協同組合本店）



■
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
糸

万
円

１０

■
家
庭
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
糸

万
円

１０

■
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム（
H
E
M
S
）

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
止
１
万
円

■
住
宅
用
次
世
代
自
動
車
充
給
電

シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
止
５
万
円

◎
次
世
代
自
動
車
購
入
補
助

●
対
象

市
内
在
住
者
又
は
市
内

に
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者

●
予
算
額

１
０
０
０
万
円

●
申
込
期
限

来
年
３
月

日
３１

●
補
助
対
象

燃
料
電
池
自
動
車
、

超
小
型
電
気
自
動
車

●
補
助
金
額

燃
料
電
池
自
動
車

糸
一
律

万
円

超
小
型
電
気
自

５０

動
車
糸
一
律
４
万
円

広報あんじょう 2016.4.1 賀

●
申
し
込
み

４
月
８
日
晶
午
前

９
時
か
ら
各
申
込
期
限
ま
で
に
、

申
請
書
類
を
持
っ
て
環
境
都
市
推

進
課
へ

●
注
意
事
項

補
助
金
交
付
決
定

前
に
工
事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん（
次
世
代
自
動

車
購
入
補
助
は
除
く
）

※
申
請
書
類
は
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
記
載
以
外
に
も
要
件
あ
り
。
詳

し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た
時

点
で
受
け
付
け
終
了
。

◎
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
購

入
補
助

●
対
象

申
請
日
の

日
後
～
来

１５

年
３
月

日
に
、
各
シ
ス
テ
ム
を

３１

自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
設

置
又
は
、
シ
ス
テ
ム
付
き
の
住
宅

を
購
入
す
る
人

●
予
算
額

４
２
７
５
万
円

●
申
込
期
限

来
年
２
月

日
２８

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

２
万
円
×
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値

上
限
糸
８
万
円

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

■
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
・
電
気
自
動
車

●
補
助
金
額

車
両
本
体
価
格

（
税
抜
き
、
値
引
き
前
）が

万
円

２００

を
超
え
る
止

万
円

万
円
以

１５

２００

下
止

万
円

１０
◎
太
陽
熱
機
器
設
置
費
補
助

●
対
象

申
請
日
の

日
後
～
来

１５

年
３
月

日
に
、
自
ら
居
住
す
る

３１

市
内
の
住
宅
に
各
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
人

●
申
込
期
限

来
年
２
月

日
２８

■
住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器

●
予
算
額

万
円

８０

●
補
助
金
額

１
万
円
×
集
熱
部

の
総
面
積（
㎡
）
上
限
糸
８
万
円

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム

●
予
算
額

万
円

７８

●
補
助
金
額

１
万
３
０
０
０
円

×
集
熱
部
の
総
面
積（
㎡
）
上
限

糸

万
４
０
０
０
円

１０

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
・
次
世
代
自
動
車
等
の

購
入
補
助

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
全
面
改
修

工
事
を
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

行
い
ま
す
。
期
間
中
、
乳
幼
児
健

診
や
母
子
手
帳
交
付
等
は
、
同
セ

ン
タ
ー
北
の
駐
車
場
に
建
設
し
た

仮
設
健
診
室
で
、
そ
の
他
の
教
室

や
催
し
は
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
実

施
し
ま
す
。
検
診
票
の
発
行
等
は
、

現
在
の
窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
併
設
の

休
日
夜
間
急
病
診
療
所
は
、
工
事

期
間
中
も
診
療
を
継
続
し
ま
す
。

た
だ
し
、
歯
科
は
７
～
９
月
は
休

止
し
、
市
内
の
歯
科
診
療
所
が
当

番
で
休
日
診
療
を
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
は
順
次
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
全
面
改
修
工
事

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点
と
し

て
、
中
学
校
区
ご
と
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
順
次
設
置
し
て

い
ま
す
。
４
月
１
日
付
け
で
新
た

に
２
カ
所
を
開
設
し
、
既
存
施
設

の
一
部
を
変
更
・
廃
止
し
ま
す
。

●
新
規
設
置
施
設

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
八
千
代（
八
千
代
病

院
内
／
篠
目
中
学
校
区
担
当
）、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
更
生（
介

護
老
人
保
健
施
設
あ
お
み
内
／
安

城
南
中
学
校
区
担
当
）

※
既
存
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
変
更
。

●
名
称
・
担
当
区
域
変
更
（
旧
）

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
山
・
安
城
北
中
学
校
区
担
当
）

を（
新
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

中
部（
安
城
北
中
学
校
区
担
当
）に

変
更

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当

区
域
変
更
（
旧
）篠
目
・
安
城
南・

安
祥
・
明
祥
中
学
校
区
担
当
を（
新
）

安
祥
・
明
祥
中
学
校
区
担
当
に
変
更

●
廃
止
施
設

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
八
千
代
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
安
寿
の
郷

新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
と

一
緒
に
、
日
本
語
や
学
校
の

勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

５
月
８
日
掌
～
６

月

日
掌
の
毎
週
掌
午
前

１２

１０

時
～

時

分（
全
６
回
）

１１

３０

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
内
容

日
本
語
や
学
校
の

教
科
学
習

●
対
象

市
内
の
小
学
校
に

通
う
小
学
１
～
６
年
生
の
外

国
人
児
童

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

円
３００

●
そ
の
他

勉
強
の
手
伝
い

や
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す

●
申
し
込
み

４
月
８
日
晶

～

日
晶
午
前
８
時

分
～

２２

３０

午
後
５
時

分（
松
掌
を
除

１５

く
）に
、
直
接
か
電
話
で
国

際
交
流
協
会（
緯〈

〉２
２

７１

６
０
）へ

４
月
１
日
か
ら
、
下
表
の
と
お

り
市
役
所
の
組
織
を
改
正
し
ま
す
。

昨
年
度
末
よ
り
１
課
１
係
減
の
１６

部

課

係
体
制
と
な
り
ま
す
。

４５

１２７

■
主
な
改
正
点

●
安
城
市
中
心
市
街
地
拠
点
施
設

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
）関
連
の
見
直
し

中
央
図
書
館
は
、
従
来
の
図
書
館

の
枠
を
超
え
て
新
た
な
業
務
を
行

う
た
め
、
他
部
署
と
連
携
し
、
一

体
的
か
つ
迅
速
に
事
務
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
所
管
部
署
を
教
育
委

員
会
か
ら
市
長
部
局
の
市
民
生
活

部
に
移
管
し
ま
す
。
南
明
治
整
備

課
拠
点
整
備
室
拠
点
整
備
係
所
管

の
拠
点
施
設
建
設
等
の
事
務
と
、

企
画
政
策
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

係
所
管
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
事

務
を
含
め
た「
ま
ち
な
か
交
流
・

賑
わ
い
の
創
出
」を
統
合
し
、
中

央
図
書
館
に「
ま
ち
な
か
連
携
係
」

を
新
設
し
ま
す

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
伴
う
見
直
し

ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
基
幹
系
シ
ス

テ
ム
の
統
合
を
終
え
、
業
務
執
行

体
制
が
変
わ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
課

を
企
画
政
策
課
の
中
に「
I
C
T

推
進
室
」と
し
て
編
入
し
、
併
せ

て「
企
画
情
報
課
」に
名
称
変
更
し

ま
す

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指

す
た
め
の
見
直
し

低
年
齢
児
保

育
へ
の
需
要
が
増
加
す
る
中
、
保

育
所
事
業
運
営
の
在
り
方
、
設
置

及
び
設
置
主
体
等
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
新
設
等
も
含
め
調
査
・
研

究
し
ま
す
。

加
え
て
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
労
働
環
境
等
の
整
備
・
改

善
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
た
め
、

子
ど
も
課
に「
保
育
経
営
係
」を
新

設
し
ま
す

●
農
業
振
興
を
包
括
的
に
進
め
る

た
め
の
見
直
し

地
域
農
業
に
関

す
る
分
野
と
土
地
改
良
に
関
す
る

分
野
を
統
合
し
、
農
業
振
興
を
包

括
的
に
進
め
る
た
め
、
土
地
改
良

課
を「
土
地
改
良
事
業
室
」と
し
、

農
務
課
に
編
入
し
ま
す

●
第
８
次
総
合
計
画
の
実
施
に
伴

う
見
直
し

計
画
の
テ
ー
マ
が「
健

幸
都
市
安
城
」に
変
わ
る
た
め
、

環
境
首
都
推
進
課
を「
環
境
都
市

推
進
課
」に
名
称
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
保
全
係
は
、
環
境

衛
生
に
関
す
る
事
務
を
健
康
推
進

課
予
防
係
か
ら
移
管
す
る
た
め
、

係
の
名
称
を「
環
境
衛
生
係
」に
変

更
し
ま
す

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

●
建
築
部
門
の
業
務
量
増
加
に
伴

う
見
直
し

建
築
課
は
来
訪
者
の

相
談
や
、
市
有
建
築
物
を
維
持
す

る
た
め
に
行
う
保

全
工
事
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。今

後
の
業
務
増

大
に
よ
り
適
切
な

対
応
に
懸
念
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
建
築
課
を

「
建
築
課
」と「
施

設
保
全
課
」に
再

編
し
ま
す

●
歴
史
博
物
館
ほ

か
３
施
設
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入

に
よ
る
見
直
し

平
成

年
度
か
ら

２８

の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
伴
い
、

従
来
文
化
振
興
課

施
設
管
理
係
が
行

っ
て
い
た
施
設
管

理
、
自
主
事
業
等

の
運
営
を
外
部
委

託
す
る
た
め
、「
施

設
管
理
係
」を
廃

止
し
ま
す

平
成

年
度
市
組
織
改
正

２８

平成２８年度（改正後）平成２７年度（改正前）
企画情報課企画政策課
企画情報課 ICT推進室情報システム課
市民課明祥支所市民課南部支所
市民生活部中央図書館施設管理係、図書係生涯学習部中央図書館施設管理係、図書係

中央図書館まちなか連携係
企画政策課プロジェクト推進係
南明治整備課拠点整備室拠点整備係

子ども課保育経営係（新設）－
農務課土地改良事業室土地改良課
環境都市推進課環境首都推進課
環境都市推進課環境衛生係環境首都推進課環境保全係
施設保全課管理計画係、保全係、設備係建築課建築１係、建築２係、設備係
生涯学習課明祥公民館生涯学習課南部公民館
廃止文化振興課施設管理係
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い
人
を
優
先

●
検
診
料

１
万
円

●
申
し
込
み

４
月
１
日
晶
～
２５

日
捷
に
、
往
復
は
が
き（
左
図
参

照
。
消
印
有
効
）で
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

※
申
込
受
付
者
へ
４
月

日
昭
付

２８

け
で
申
込
確
認
は
が
き
を
送
付
。

抽
選
結
果
は
、
５
月

日
晶
付

１３

け
で
通
知
予
定
。

※
１
人
１
通
。
２
通
目
以
降
・
内

容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
無
効
。

申
込
期
限
後
の
変
更
不
可
。

■
市
民
ド
ッ
ク

●
受
診
期
間

５
月
～
来
年
２
月

●
実
施
機
関
／
予
約
受
付
日
時
／

実
施
日
時
／
個
人
負
担
金

下
表

の
と
お
り

●
対
象
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

暫
市
内
在
住
で
、
年
度
内
に

歳
４０

以
上
と
な
る

暫
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
、
社
会
保
険

被
扶
養
者
で
、
職
場
等
で
が
ん

検
診
の
機
会
が
な
い

●
検
査
項
目

血
液
・
心
電
図
・

肺
機
能
・
胃
・
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線・

便
潜
血
・
腹
部
超
音
波
等

※
喀
痰
検
査
は
含
み
ま
せ
ん
。

か
く
た
ん

※
八
千
代
病
院
・
安
城
更
生
病
院

は
、

歳
以
上
の
受
診
者
へ
の

７５

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

●
追
加
検
査

前
立
腺
が
ん（
５００

円
）・子
宮
頸
が
ん（
１
０
０
０
円
）・

け
い

乳
が
ん（
１
０
０
０
円
）検
診
追
加

可
。
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査（

円
）

５００

は
、
年
度
内
に

・

・

・
・

４０

４５

５０

５５

・

・

歳
に
な
る
女
性
の
み

６０

６５

７０

追
加
で
き
ま
す
。

追
加
検
査
の
み

歳
以
上
及
び

７０

生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

■
脳
ド
ッ
ク（
前
期
）

●
受
診
期
間

５
月
～

月（
検

１０

診
日
と
結
果
説
明
日
で
２
日
間
必

要
な
場
合
あ
り
）

●
実
施
機
関

陰
八
千
代
病
院

隠
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

韻
安

城
更
生
病
院

●
対
象

職
場
等
で
受
診
機
会
の

な
い
、
市
内
在
住
の

歳
以
上

４０

※
脳
血
管
疾
患
治
療
中
の
人
を
除

く
。

●
注
意
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
受
診
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

暫
体
内
に
金
属
器
具
・
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
・
人
工
内
耳
等
が
入
っ

て
い
る

暫
入
れ
墨（
眉
毛
や
ま
ぶ
た
の
ア

ー
ト
メ
イ
ク
を
含
む
）を
し
て

い
る

暫
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る

●
検
査
項
目

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
問
診
等

●
定
員

陰
韻
糸
各

人

隠
糸

１２５

人

い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た

５０場
合
は
、
抽
選
。
今
年
度
よ
り
過

去
に
一
度
も
当
選
し
た
こ
と
の
な

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

往復はがきの書き方

暫
郵
便
番
号
・
住
所

暫
氏
名（
ふ
り
が
な
）

暫
生
年
月
日

暫
電
話
番
号

暫
希
望
医
療
機
関
名
１
ヵ
所

申
込
者
の
住
所

氏
名

郵便番号

返信

往信の裏往信の裏面面
（
こ
の
面
に
は
、
何
も
記
載

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

横
山
町
下
毛
賀
知
－

１

１０６

安
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

４４６－００４５

往信

返信の裏返信の裏面面

の
人
は
、
個
人
負
担
金
免
除
。
該

当
者
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
持
ち
物

健
康
保
険
証
・
個
人

負
担
金

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー
発
行
の
受
診
票
が
必
要
。

●
申
し
込
み

４
月
５
日
昇
～
来

年
２
月
末
日（
各
実
施
機
関
の
予

約
受
け
付
け
可
能
日
ま
で
）に
、

電
話
で
受
診
希
望
の
実
施
機
関
へ

脳
ド
ッ
ク（
前
期
）・市
民
ド
ッ
ク

安城更生病院
健康管理センター

三河安城クリニッ
ク人間ドック健診
センター

アイエムクリニッ
ク・安城

八千代病院八千代
総合健診センター実施機関

安城町東広畔２８相生町１４－１４篠目町１－１１－１６住吉町２－２－７所在

〈７５〉３０２０〈７５〉７５１５０１２０〈１７〉２０６５
〈９１〉２０６５〈９８〉３３６７電話番号

〈７５〉７５１６〈９１〉２４６１〈９８〉２８３４ファクス
捷～晶午後１時～
４時

昇～晶獅午前９時
～午後６時 松獅

午前９時～午後４
時

捷昇昭晶獅午前８
時３０分～午後７時
昌松獅午前８時３０
分～正午

捷～晶獅午前８時
３０分～午後４時３０
分 第２・４・５
松獅午前８時３０分
～正午

予約受付
日時
※掌抄を
除く。

捷～晶午前８時～
９時３０分

夏季諮昇～晶獅午
前７時３０分～１０時
松獅午前７時～１０
時 冬季諮昇～晶

獅午前８時～１０時
松獅午前７時３０分
～１０時（※）

捷昇昭晶獅午前８
時３０分～１１時、午
後４時 昌松獅午
前８時３０分～１１時

捷～晶・第２・４・
５松獅午前８時３０
分～１１時実施日時・

受付時間
※掌抄を
除く。

国保・後期高齢加入者獅８０００円 社保被扶養者獅１万５０００円個人負担金
※夏季獅５月７日松～１１月２２日昇 冬季獅１１月２３日抄～来年２月２８日昇



狂
犬
病
は
、
人
と
動
物
に
共
通

の
感
染
症
で
、
世
界
で
は
、
年
間

数
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
４
月
１
日
よ
り
狂
犬
病
予
防
の

担
当
部
署
が
市
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
環
境
都
市
推
進
課
へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

■
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場（
表
1
）か
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
費
用

集
合
注
射
会
場
止
３
４

０
０
円

動
物
病
院
止
各
病
院
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

登
録
済
み
の
犬
の
飼

い
主
に
は
、
４
月
上
旬
に
案
内
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
裏

面
の
問
診
票
を
記
入
し
て
集
合
注

射
会
場
又
は
動
物
病
院
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い

■
犬
の
登
録

犬
の
一
生
に
１
回
登
録
が
必
要

で
す
。

●
登
録
場
所

集
合
注
射
会
場

（
表
１
）、動
物
病
院（
表
２
）、市
役

所
環
境
都
市
推
進
課

●
登
録
料

３
０
０
０
円

■
犬
の
届
け
出

犬
の
死
亡
・
所
在
地
変
更
等
は
、

環
境
都
市
推
進
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
迷
い
犬
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー（
緯

０
５
６
５〈

〉２
３
２
３
）又
は

５８

安
城
警
察
署（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

表２ 犬の登録・予防注射ができる動物病院
ダイゴペットクリニック（豊田市）あいち犬猫医療センター杉浦犬猫

病院（今池町） 小笠原動物病院（刈谷市）
はるかぜ動物病院（刈谷市）青山動物病院（橋目町）
ひまわり動物病院（刈谷市）あおみ動物病院（桜井町）
中川動物クリニック（刈谷市）大島獣医科病院（朝日町）
Ｋｅｎ動物病院（高浜市）ぐれーぷ動物病院（赤松町）
あい総合動物病院（高浜市）ココロ動物病院安城分院（赤松町）
たかはま動物病院（高浜市）さくらい動物病院（小川町）
あさおか動物病院（碧南市）桜町動物病院（桜町）
板倉どうぶつ病院（碧南市）新安城どうぶつ病院（東栄町）
パル動物クリニック（碧南市）パーク動物病院（大山町）
へきなん動物病院（碧南市）三尾動物病院（安城町）
ウチダ動物病院（西尾市）ミドリペットクリニック（緑町）
ハート動物病院（西尾市）りんごの樹動物病院（高棚町）
フィガロ動物病院（西尾市）こんどう動物病院（知立市）
えそら動物病院（西尾市）南陽動物病院（知立市）
しばた動物病院（岡崎市）どんぐり犬猫病院（知立市）
ダルク動物病院（岡崎市）ひだかペットクリニック（知立市）
やはぎ動物病院（岡崎市）花園動物クリニック（豊田市）

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

■
犬
・
猫
の
ふ
ん
害

ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の

と
き
は
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

等
を
持
参
し
、
ふ
ん
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

表１ 集合注射会場
ところときところとき

高棚公民館午後１時１０分～１時３０分２５日捷
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月

１１日捷 西部福祉センター午後１時５０分～２時２０分桜井公民館午後１時５０分～２時３０分
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分２６日昇

東尾公民館午後１時１０分～１時３０分

１２日昇
城ヶ入公民館午後２時～２時３０分秋葉いこいの広場

（秋葉公園内）午後１時５０分～２時５分 別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分
２７日昌 新田町会館午後１時４０分～２時北明治公民館午後２時２５分～２時４０分

西尾公民館午後２時２０分～２時４０分二本木地区コミュ
ニティセンター午後１時１０分～１時３０分１３日昌 橋目霊園午後１時１０分～１時２０分５月

９日捷
浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分篠目町公民館午後１時５０分～２時２０分
北部公民館午後２時１０分～２時４０分池浦公民館午後１時１０分～１時３０分１４日昭 東栄今本町公民館午後１時１０分～１時２５分

１０日昇

今池町内会公民館午後１時５０分～２時１０分
里地区コミュニテ
ィセンター午後１時４５分～２時東部公民館午後１時１０分～１時３０分１８日捷 作野公民館午後１時５０分～２時２０分
東山公民館午後２時２０分～２時３０分アグリライフ支援センター午後１時１０分～１時２０分１９日昇 三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分

１１日昌

根崎公民館午後１時４０分～２時１０分
藤野公民館午後１時４０分～１時５０分和親館午後１時１０分～１時２０分

２０日昌 古井町公民館午後２時１０分～２時４０分箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
市保健センター午後１時～２時１４日松美園公園午後２時２０分～２時４０分

東端公民館午後１時１０分～１時４０分２１日昭 和泉公民館午後２時～２時２０分
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の
狂
犬
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予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
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掲載希望者は、掲載月の３カ月前の１日（松掌抄承

の場合は、その翌開庁日）午前９時から電話で広報広
聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。各情報については、それぞれの
問い合わせ先へ。
※掲載は先着順。ただし、過去に掲載していない団体
を優先します。８月１日号分は５月２日捷から受け
付けます。掲載基準などの詳細は同係まで問い合わ
せてください。

「フラサークル西部ハウ」会員募集
夜に活動を行っている発足一年のグループです。私
たちと一緒にフラを楽しんでみませんか？
■時毎月第１・２・３昭午後７時～８時１５分 ■場西部福
祉センター ■￥月額３５００円 ■他初心者大歓迎
■問石川美津代さん（緯０９０〈４２６２〉８０３６）

み つ よ

第３５回「火陽会」洋画展示会
か よう

加藤博先生の指導を受けて絵画を勉強しています。
ひろし

今年もその成果発表として、油彩２０点を展示します。
■時４月１５日晶～１７日掌午前９時～午後５時（１５日は午
前１０時から、１７日は午後４時まで） ■場文化センター
■問今井愼雄さん（緯〈９９〉１９２８）

みつ お

日本画 游の会展
ゆう

花・風景・人物など、会員の日本画・スケッチを展
示します。
■時４月２１日昭～２４日掌午前９時～午後５時（２４日は午
後４時まで） ■場市民ギャラリー
■問神谷恒行さん（緯〈７４〉１３２５）

つね ゆき

第１４回ポテトまつり
障害者団体のバザーです。模擬店や抽選会など、お
楽しみがたくさんあります。
■時４月２３日松午前１０時３０分～午後１時３０分 ■場丈山小
学校
■問ポテトハウス（緯〈９２〉００７０）

チャリティ英会話～東日本大震災復興にご協力を
初級者向き。ショートコメディを簡単な英語で楽し
みましょう。会場費などの経費を除いた全額を日本赤
十字社に寄付します。
■時４月１６日松午前１０時～１１時３０分 ■場二本木公民館
■￥１２００円 ■申事前に杉浦明実さん（緯０８０〈３６７５〉１２０４）へ

あけ み

日本画とクレイ（粘土）フラワーアート二人展
亀井鋧三による日本画（風景や花）、加藤むつ子によ

けん ぞう

るクレイ（粘土）フラワーアートを展示します。
■時４月２２日晶～２４日掌午前９時～午後５時 ■場岡菊苑
（朝日町）
■問加藤むつ子さん（緯０８０〈５２９１〉７２３４）

母の日贈り花・アンティーク風リース作り
プリザーブドフラワーや造花を使用してリースを作
ります。
■時４月２４日掌午前１０時～１１時３０分 ■場環境学習セン
ターエコきち ■￥２０００円
■申事前に戸松奈緒美さん（緯０９０〈３９５５〉４８１２）へ

な お み

ハワイアンビクス無料体験会
優雅なフラの動きを取り入れた簡単エクササイズで
す。ハワイアンに合わせて楽しく体を動かしましょう。
■時陰４月１３日昌午後１時～２時 隠４月１５日晶午前１０
時３０分～１１時３０分 ■場陰東部公民館 隠二本木公民館
■申事前に樋口康子さん（緯０９０〈４２１２〉２４１９）へ

やす こ

第８回「美
び

笑会と合同書展」
しょう

百人一首、短歌、俳句、ことわざ等を、「かな」と誰
でも読める「調和体」で表現。学童毛筆も展示します。
■時４月１５日晶～１７日掌午前９時～午後５時（１７日は午
後３時３０分まで） ■場文化センター
■問笠原喜美江さん（緯〈９２〉３０３２）

き み え
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「わたしの望遠郷」「ほっとタイ夢」コーナーへの情報提供は、電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。

女子ユースＵ－１２サッカー県大会で優勝

加藤春佳さん・飯島
はる か

瑞貴さん（高棚小学校５年生）
みず き

昨年末の愛知県小学生女子サ
ッカー選手権大会（Ｕ－１２）で優
勝した「ＡＯＭＩレディースＦＣ」。

あおみ

市内在住メンバー、加藤春佳さ
んと飯島瑞貴さんに話を聞きま
した。
◆県大会優勝を決めたＰＫ
Ｕ－１２（１０～１２歳枠）の試合に
出場する選手は５・６年生が中
心。二人は当時４年生ながらそ
の実力で試合出場を果たしまし
た。ＰＫ戦となった決勝では、

加藤さんが決勝点となるゴール
を決めています。「これを決めた
ら東海大会。絶対に決める」。１０
歳とは思えない強い気持ちで放
たれたシュートでした。
◆ひたむきに練習する毎日
二人とも幼い頃から体を動か
すのが大好き。小学１年生で
「ＡＯＭＩレディースＦＣ」に入団
し、以来、
サッカー漬
けの毎日で
す。チーム
の練習のな
い日はサッ
カースクー
ルに通い、
男の子に混
ざってさら

に技術を磨く加藤さんに対し、
飯島さんはサッカーと同じくら
いピアノにも熱心に取り組んで
いるのだとか。二人に共通する
のは、好きなことにただひたむ
きにがんばる姿です。
◆県代表メンバーになりたい
夢はもちろん「なでしこジャ

パン」。憧れの日本代表選手に少
しでも近づけ
るよう、今後
は優秀な選手
を選出する愛
知県トレーニ
ングセンター
制度にともに
挑戦し、選抜
メンバー入り
を目指します。

加加藤さん（左）、飯島さ加藤さん（左）、飯島さんん

◆弁当忘れて
も傘忘れるな
海と山に囲
まれた金沢市
は、「弁当忘れ
ても傘忘れる
な」と言われ
るくらい雨の多いまちです。私
が小学生の頃は冬の積雪量も多
く、雪かきをしないと家から出
られないほどでした。
小学校では、校庭に作った雪
山でスキーを習います。遠足も
行き先はスキー場でした。先日、
十数年ぶりにスキーをしました
が、幼い頃に習ったおかげで体
が覚えていたのでしょうか、自
然に滑ることができました。

◆新鮮な海の幸をお値打ちに
日本海に面した金沢市では、
新鮮な魚を堪能することができ
ます。中でも私は回転寿司がオ
ススメ。新鮮な魚をお値打ちに
味わうことができます。市内に
は回転寿司屋がたくさんありま
すが、どこも行列がで
きています。
◆昔にタイムスリップ
金沢駅から車で１０分
程の「ひがし茶屋街」に

ちゃ や がい

は、江戸時代後期から
明治初期にかけて建築
された町家が残り、華
麗な茶屋文化を今に伝
えています。城下町と
して発展した金沢では、

至る所で歴史を感じられ、昔に
タイムスリップした気分になる
ことができます。
皆さんも、城下町の風情あふ

ふ ぜい

れる金沢で、ゆったりとした時
の流れを感じてみませんか。

吉村亜紗子さん（里町）
あ さ こ

石川県金沢市

ひひがし茶屋街（提ひがし茶屋街（提供供：：金沢市）金沢市）

吉村さ吉村さんん



解

８つの市民団体が補助対象事業の成果を発表。熱意
から始まる市民活動を継続するには、他団体と共に活
動することが有効との意見が出ました。

■日２月１３日 ■場市民交流センター
わくわく交流会

児童たちが３０年のあゆみを発表し、開校から現在ま
での出来事を振り返りました。最後は校歌作曲者の味
岡亘さんの指揮の下、皆で校歌を斉唱しました。

わたる

■日２月２０日 ■場今池小学校
今池小学校開校３０周年記念式典

広報あんじょう 2016.4.1

一般男女・中学生男女・エンジョイの部に計２５６チ
ーム１５３３人が出場。コース沿道には多くの人たちが駆
けつけ、激走するランナーに声援を送りました。

■日２月１４日 ■場デンパーク
デンパーク駅伝

アンフォーレのつかいかたコンセプト発表や市民に
よるプレゼンテーション、市長と山崎亮氏のトークセ

りょう

ッションなどが行われました。

■日２月２８日 ■場文化センター
ＴＡＬＫ

トーク

ＡＮＤ
アンド

ＬIＶE
ライブ



回

２６６人が卒業。校長から生徒一人一人に卒業証書が
手渡される場面では、わが子の成長を感じ、ハンカチ
で涙を拭う保護者の姿が見られました。

■日３月４日 ■場篠目中学校
卒業証書授与式

市内３７カ所目となる「き～☆モビステーション」は、ソーラーパネルで○○した電力で充電でき、また非常時の
電力提供機能も備えています。さて、○に入る漢字２文字は何でしょう？（ヒントはこのページのどこかに記載）

クイズの正解者の中から抽選で５人に、記念品を差し上げます。
クイズの答え・住所・氏名・年齢・感想をはがき、またはＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてくだ

さい）に記入し、４月２０日昌までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下部に記載しています）
３月１日号の答え：「作品」 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
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安祥地区の史跡を巡るウォーキングやノルディック
ウォーキングに２０２人が参加。参加者から「歴史も好き
なので、今日は２倍楽しかった」との話が聞けました。

■日３月５日 ■場歴史博物館周辺
健康の道ウォーキング

ケヤキやシダレザクラなど１２種類３５本の木を植樹。
子どもの成長を願い苗木を植える家族など、参加者そ
れぞれの思いが、公園への愛着へつながるでしょう。

■日３月５日 ■場金政公園
金政公園植樹祭

市内３７カ所目となる「き～☆モビステーション」が開
業。ここは、ソーラーパネルで発電した電力で充電で
き、また非常時の電力提供機能も備えています。

■日３月１３日 ■場市総合運動公園第２駐車場
ソーラーステーション開業式典



堀内公園の催し ˝

■問堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
ノルディックウォーキング＆棒ビクス
体験会
■時４月９日松諮①ノルディックウォー
キング獅午前９時３０分～１０時３０分
②棒ビクス獅午前１１時～正午
■内①獅ポールの使い方、歩き方 ②獅

肩こり腰痛予防体操
■対小学生以上
■定①施４０人 ②施２０人 いずれも先着
順

■￥器具使用料各５００円。２種類使用す
る場合は８００円、持参する人は無料
※料金は当日支払い。
■持飲み物、運動しやすい服装・体温調
節ができる上着等（ウィンドブレー
カー）、ウォーキングに適した靴

■申４月６日昌～８日晶の午前９時～午
後４時３０分に、直接か電話で堀内公
園へ

作ってみよう！「ミニこいのぼり」
■時４月１６日松・１７日掌午前１０時～午後
３時
※材料が無くなり次第終了。
こいのぼりの展示

■時４月２０日昌～５月３１日昇

■内やすらぎの池の空を、たくさんのこ
いのぼりが泳ぎます

春の赤ちゃんハイハイレース

■時４月２３日松午前１０時３０分（受け付け
は午前１０時から）
※雨天の場合は、２４日掌に順延。

■内参加者に有料遊具利用券を進呈
■対未歩行の赤ちゃんとその保護者
■定４０組（先着順）

塊広報あんじょう 2016.4.1

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

飾り巻き寿司教室

太巻きの切り口からいろいろな絵
柄が現れる飾り巻き寿司。基本の巻
き方から季節物を中心に、毎回２絵
柄ずつ学べます。
■時５月９日捷、６月１３日捷、７月１１
日捷午前１０時～正午（全３回）

■講城殿ミキ氏（JSIA認定飾り巻き寿
き どの

司マスターインストラクター）
■定２０人（先着順）
■￥６０００円（材料費別途１回１５００円）
■申申込期限施５月２日捷

ふわふわテーブルフォト
■時５月１１日昌・２５日昌午前１０時～正
午（全２回）
■内テーブルの上でお気に入りの小物
を撮影しながらフォトレッスン。
２回目はドリンク付

■講岡本由樹子氏
ゆ き こ

■定２０人（先着順）
■￥２３００円
■申申込期限施５月４日抄

押し花講座
■時５月１２日昭・２６日昭、６月２日昭・
１６日昭、７月７日昭・２１日昭午前
１０時（全６回）
■内押し花の作り方と、押し花を使っ
た額物作りにも挑戦

■講長谷川はる子氏
■定３０人（先着順）
■￥６０００円（材料費別途、受講日の入
園券付）
■申申込期限施５月５日抄

フラワーアレンジメント講座
■時５月１２日昭・２６日昭、６月２日昭・
１６日昭、７月７日昭・２１日昭午後
１時３０分（全６回）
■内季節やテーマに沿ったアレンジ
■講山口秋子氏

あき こ

■定３０人（先着順）
■￥６０００円（材料費別途、受講日の入
園券付）
■申申込期限施５月５日抄

寄せ植え講座「長く楽しめる寄せ植
え作り」
■時５月１３日晶午前１０時
■講野正美保子氏（コンテナガーデニ

み ほ こ

ングマスター）
■定２０人（先着順）
■￥４０００円
■持薄手袋・はさみ・エプロン（ガー
デニング用）
■申申込期限施４月２８日昭

シンプルに暮らすお片付け講座
かたづくとよい事いっぱい！おう
ちを家族みんなの大好きなエネルギ
ースポットにしませんか？
■時５月１３日晶、６月１０日晶、７月８
日晶午前１０時（全３回）

■講岡京
きょう

子氏
こ

■定１５人（先着順）
■￥６０００円
■申申込期限施５月６日晶

ペーパークイリング講座

■時５月１８日昌、６月１５日昌、７月２０
日昌、９月２１日昌、１０月１９日昌、
１１月１６日昌午前１０時～午後０時３０
分（全６回）
■内３勺幅のペーパーをくるくる巻い
て、可愛い花や動物を作りカード
やフォトフレームに飾ります
■講磯貝裕子氏（ボタニカルクイリン

ゆう こ

グジャパン認定講師）
■定１５人（先着順）
■￥６０００円（材料費別途１回２５００円）
■申申込期限施５月１１日昌

エンジョイ！写真講座
■時５月１９日昭、６月９日昭・２３日昭・
３０日昭午前１０時～正午（全４回）
■内園内での撮影実習。３回目はモデ
ルを招いての写真講座
■講細井哲雄氏

てつ お

■定２０人（先着順）
■￥４５００円
■申申込期限施５月１２日昭

■他特に記載のないものは入園料別途。都合により変更する場合あり、詳細は
問い合わせてください
■申４月６日昌～各申込期限の午前９時３０分～午後５時に、直接か電話でデン
パーククラブハウス（緯〈９２〉７１１２）へ



■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師・指導 ■対対象・資格 ■定定員・募集人数 ■￥費用・受講料など ■持持ち物 ■他その他
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春の山野草展
■時４月６日昌～１１日捷

■内イカリソウ、ウラシマソウ等春の山
野草約２００点を展示
■￥入園料
■場■問デンパーク（緯〈９２〉７１１１）

デンパークの催し ˝

■申各申込開始日の午前１０時から電話で
マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）へ

ベビーマッサージ
■時４月１５日晶午前１０時３０分～正午
■内肌のふれあいによって、悩みを解消
するベビーマッサージの体験講座

■講竹本まどか氏（ロイヤルセラピスト
協会認定講師）
■対２カ月～１歳の子とその保護者
■定８組（先着順）
■￥１５００円（保護者が２人の場合は２０００円）
■持大きめのバスタオル・子どもの水分
補給用飲料等

■申申込開始日獅４月５日昇

ジャンケン大会
■時４月１７日掌午後２時
■内ジャンケンに勝った人にプール利用
券を進呈

■対プール利用者
■定１００人（当日先着順）
■￥施設使用料
日々の疲労をためないための健康お灸
■時４月２１日昭午前１０時３０分～正午
■内お灸の安全な使い方、疲労回復に効
果的なツボ等を体験

■講高橋裕子氏（鍼灸マッサージ師）
ゆう こ

■対１８歳以上の女性
■定５人（先着順）
■￥１５００円
■持肘、膝を出せる服装（スカート不可）
■申申込開始日獅４月６日昌

目指せ美ボディ！骨盤エクササイズ
■時４月２２日晶午前１０時３０分～正午
■内左右の骨盤の歪みを整えてスタイル
や姿勢を改善する骨盤体操をします

■講岩瀬裕子氏
ゆう こ

■対１８歳以上の女性
■定８人（先着順）
■￥５００円
■持運動のできる服装・タオル・飲み物
（ペットボトル）、ヨガマット又はバ
スタオル

■申申込開始日獅４月７日昭

今から始めるアンチエイジング～健康
美人講座～
■時５月１１日昌～６月１日昌の毎週昌午
前１１時～正午（全４回）
■内引き締め効果のあるエクササイズ等
をします

■対１８歳以上の女性
■定８人（先着順）
■￥２８００円（別途材料費３００円）
■申４月８日晶午前１０時から直接マーメ
イドパレスへ（電話申し込み不可）

マーメイドパレスの催し・
講座

˝
˝

救命講習会 ˝

■対安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住・在勤・在学の人
※団体受講を希望する場合は、最寄
りの消防署へ問い合わせてください。

■定各２０人（先着順）
■申４月５日昇午前９時から、電話で各
申込先へ

■問衣浦東部広域連合消防課（緯〈６３〉０１
３５）
普通救命講習Ⅲ
■時４月１６日松午前９時～正午
■内小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、
ひきつけ・のどに異物が詰まった時
の処置等

■場■申碧南消防署救急係（緯〈４１〉２６２５）
普通救命講習Ⅰ
■時４月１７日掌午前９時～正午
■内心肺蘇生法（気道確保・人工呼吸・
胸骨圧迫）、ＡＥＤの使用法、止血法等

■場■申高浜消防署救急係（緯〈５２〉１１９０）

植樹祭in根羽村 ˝

地球環境に大きな役割を果たしてい
る森林。その森林を守る大切さを実感、
体感する良い機会として、長野県根羽
村の村民植樹祭に参加してみませんか。
■時５月１４日松午前７時１５分～午後５時
■場長野県根羽村（ネバーランド） 集合・
解散獅市役所西駐車場
※市のバスで移動。
■対小学生以上（小・中学生は保護者同
伴）
■定２０組（定員を超えた場合は抽選）
※２人1組。
■持昼食
■申４月４日捷～１８日捷午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌を除く）に、電話
で財政課（緯〈７１〉２２１０）へ

根根羽村で植樹をしま根羽村で植樹をしますす

■問歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
歴博演芸場「風

ふう

人の
じん

旋」
うた

■時４月２３日松午後２時～３時
■場安祥城址公園石舞台（雨天時は歴史
博物館エントランスホール）

■内春の風とともにやさしく響く音色と、
時代を駆け抜けた先人達を思って奏
でる勇壮な曲を披露 出演獅NEO

ネオ

Japanesque（和洋楽器混成ユニット）
ジャパネスク

体験講座「指定文化財をめぐる―神谷
家住宅と旧明治郵便局―」
■時５月３日抄午前９時～正午
■場集合・解散獅歴史博物館
■内普段非公開の指定文化財を、本館学
芸員の解説付で特別に見学します
■定１８人（先着順）
■申４月５日昇午前９時から電話で歴史
博物館へ
常設展「戊辰戦争と明治維新コーナー」
を展示替え（一部は７月中旬まで）
■内明治天皇が東京へ遷都した時の行列
を描いた「東幸図」や肖像画等を展示

とう こう ず

■￥観覧料（中学生以下無料）

NNEOJapanesquNEOJapanesquee

歴史博物館の催し ˝

東東幸東幸図図（一部（一部））



■時５月１２日昭・１３日晶午前９時４５分～
午後４時（全２回）
■場高浜市中央公民館（高浜市湯山町）
■定８４人（先着順）
■￥４０００円
■申４月１１日捷～１５日晶午前８時３０分～
午後５時に、申込書・写真（縦４尺

×横３尺で３カ月以内に撮影）を持
って、安城消防署（緯〈７５〉２４５８）へ
※申込書は同署・衣浦東部広域連合
ウェブサイトで配布。

甲種防火管理新規講習 ˝

廻広報あんじょう 2016.4.1

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

■時４月１０日掌午前９時～正午
■場リサイクルプラザ
■問清掃事業所（緯〈７６〉３０５３）、当日の問
い合わせ（緯０９０〈９８９２〉２９３３）

今月の再生家具入札販売 ˝

春期大人日本語教室 ˝

快適で楽しく暮らせるよう、生活す
る上で必要な基礎会話を勉強します。
■時■内５月２２日掌～７月１７日掌の毎週掌

①クラス１（基本的な文法・会話）獅
午前９時～１１時 ②クラス２（場面
設定をした会話練習や文法学習）獅
午前９時～１０時２０分 ③クラス３
（日常生活に即した会話練習）獅午前
１０時３０分～１１時５０分 いずれも全９
回

■場市民会館
■対市内在住・在勤の１６歳以上の外国人
で、日本語会話の初心者
■定①獅３０人 ②③獅各１５人 いずれも
先着順

■￥９００円
■他５月１５日掌に、クラス分けのための
面接を実施します
■申４月５日昇～５月１３日晶午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌抄を除く）に、
直接か電話で国際交流協会（緯〈７１〉
２２６０）へ
※代理人や団体での申し込みは不可。

丈山苑の催し ˝

■￥入苑料獅１００円（中学生以下無料）
呈茶料獅３００円
■問丈山苑（緯〈９２〉７７８０）
宵開苑
■時４月２３日松・２４日掌

■内開苑時間を午後７時まで延長（入苑
は午後６時３０分まで）

榎前町せせらぎ・れんげま
つり

˝
˝

■時４月１６日松午前９時３０分
■場えのき保育園と長田川の間のれんげ
畑・ひまわり広場（榎前町宮下地内）

■内産直農産品青空市、輪投げコーナー、
ペットボトルロケット飛ばし大会、
グラウンドゴルフ大会等
■問榎前町内会（緯〈９２〉００７１）、清掃事業
所（緯〈７６〉３０５３）

子育て支援センターの講習
会

˝
˝

■場あんぱ～く
■申４月１２日昇午前９時から、電話で子
育て支援センター（あんぱ～く内／
緯〈７２〉２３１７）へ
※１人１講習。

親子遊び講習会「ベビーサイン」
■時４月２６日昇午前１０時～１１時１５分
■講稲吉千恵氏（一般社団法人日本ベビ

ち え

ーサイン協会認定講師）
■対６カ月～１歳６カ月の子とその保護者
■定３０組（先着順）
子育て何でも相談広場「Let'sトイレト
レーニング」
■時５月１０日昇午前１０時～１１時３０分
■講保健師
■対これから始める子とその保護者
■定２０組（先着順）
育児講習会
■時５月２０日晶午前１０時～１１時３０分
■内演題獅子どもが幸せに育つためにい
ちばん大切なこと～自己肯定感を育
む８つの方法～

■講宮沢幸子氏（子育てハッピーアドバ
さち こ

イザー）
■対乳幼児の保護者
■定３０人（先着順）
■他別室託児あり

■場■問環境学習センターエコきち
■申４月５日昇から各開催日の３日前ま
での午前９時～午後９時（昌を除く）
に、講座名・住所・氏名・年齢・電
話番号・参加人数を電話かファクス
で環境学習センターエコきち（緯・
胃〈７６〉７１４８）へ

不要品でミニこいのぼりづくり
■時４月１６日松・１７日掌午前１０時～１１時
３０分
■対４歳以上（小学２年生未満は保護者
同伴）
■定各１０人（先着順）
■￥１００円
■持トイレットペーパーの芯２つ
母の日ありがとう写真フレーム

自然素材を使って写真フレームをつ
くってお母さんにプレゼントしよう。
■時４月２３日松・３０日松午前１０時～１１時
３０分
■対４歳以上（小学２年生未満は保護者
同伴）
■定各１０人（先着順）
■￥１００円
親子でエコクッキング
野草を摘み、てんぷら料理をつくろう。
■時４月２４日掌午前１０時～１１時３０分
■講古居敬子氏（環境アドバイザー）

けい こ

■対４歳以上の子とその保護者
■定１０組（先着順）
■￥１００円
■持エプロン、三角巾、マスク、ふきん
こどもぐるぐるゼミナール～ウーさま
と楽しいエコ体験～
「ウーさま紙芝居：食物編」と「ウー
さまおにぎり」づくり体験をします。
鳥山明氏作「おいしい島のウーさま」が
親子で１冊もらえるよ！
■時４月２９日抄午前１０時～１１時３０分
■講環境アドバイザークロメダカチーム
■対４歳以上の子
とその保護者
■定２０組（先着順）
■￥１００円
■持エプロン、三
角巾、マスク、
ふきん

エコきちへ行こう ˝
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マーメイドパレスの水泳教
室

˝
˝

■場■問マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
親子水泳教室
■時５月８日掌・１５日掌・２２日掌・２９日
掌午後１時～１時５０分（全４回）

■対幼児とその保護者
■定２０組
※定員を超えた場合は、マーメイド
パレスの教室未受講者、市内在住・
在勤者を優先し、４月１９日昇に公開
代理抽選。定員に満たない場合は追
加募集あり。
※キャンセル待ちは抽選の順で５組
まで。
■￥２４５０円（傷害保険料含む）
■他４月２０日昌～５月１日掌に受講料を
お支払いください。期間中に入金が
ない場合は、参加できません
■申４月５日昇～１７日掌午前１０時～午後
７時３０分に、直接マーメイドパレス
へ
※電話申し込み不可。

赤ちゃん読み聞かせ このゆびと～ま
れの『にこにこ会』
■時５月６日晶・１３日晶・２０日晶、６月
３日晶午前１０時３０分～１１時（全４回）

■対４回ともに参加できる１０カ月までの
赤ちゃんとその保護者
※過去に受講した人を除く。
■定１５組（先着順）
■持バスタオル
■申４月２２日晶午前９時から電話で中央
図書館（緯〈７６〉６１１１）へ

中央図書館の催し ˝

アクアビクス体験会
■時４月７日昭・１４日昭午後１時～２
時（体験はいずれか１日のみ）

■内４月から始まるアクアビクス教室
を体験
■対１８歳以上の女性
■定各５人（先着順）
■持水着・水泳帽子
ZUMBA（ズンバ）
■時５月１３日晶～７月２９日晶の毎週晶

午後１時３０分～２時３０分（全１２回）
■内ラテン系のリズムに合わせてエク
ササイズ
■対１８歳以上
■定２５人（先着順）
■￥４５００円
■持運動できる服装・室内用シューズ・
タオル・飲み物（ペットボトル）
■申申込期限獅４月３０日松

子供水泳教室
■時５月１４日松～６月１１日松の毎週松

①午前１０時～１１時 ②午前１１時～
正午（いずれも全５回）

■内水慣れやクロールから始めます
■対①施小学１・２年生 ②施小学３・
４年生
■定各１５人（先着順）
■￥３５００円
■持水着・水泳帽子・ゴーグル
■申申込期限施４月２０日昌

※電話申し込み不可。
体力測定会（一般向け）
■時５月２９日掌午前１０時～正午
■内６種目を測定し、体力年齢を算出
■対１８～６４歳
■定２０人（先着順）
■持運動のできる服装・室内用シュー
ズ・タオル・飲み物（ペットボトル）
■申申込期限獅５月２８日松

■申４月７日昭～各申込期限の午前９時～午後８時（休館日を除く）に、直接か
電話で同センター（緯〈７５〉３５４５）へ（アクアビクス体験会は当日のみ受付け）

毎年３月から５月にかけて、カラス
の巣作りがピークとなります。カラス
は、巣作りに金属製ハンガーを使うこ
とがあり、電柱の上に巣を作ると、漏
電や短絡（ショート）で、広範囲な停電
を発生させる恐れがあります。中部電
力では、パトロールを強化して、カラ
スの巣作りの発見と停電防止措置に努
めていますが、次のとおりご協力をお
願いします。
暫金属製ハンガー・針金等を物干し竿
に放置したり不法投棄しない

暫電柱の上にカラスの巣を発見したら、
近くの中部電力まで連絡する
■問中部電力叙刈谷営業所（緯０１２０〈９８５〉
６２０）

カラスの巣作りによる停電
防止のお願い

˝
˝

４月より「国民健康保険法等の一部
を改正する法律」の施行に伴い、５００床
以上の地域医療支援病院では初診時の
選定療養費を５０００円以上徴収すること
が義務化されました。安城更生病院で
は従来３２４０円（税込み）を徴収していま
したが、４月１日より５４００円（税込み）
に値上げします。
目的は、医療機関の更なる機能分担
と連携促進です。地域の診療所やクリ
ニックで「かかりつけ医」をもち、必要
時は紹介状を持参して受診しましょう。
なお、八千代病院は１０８０円（税込み）

のまま据え置きです。
■問安城更生病院（緯〈７５〉２１１１）

「紹介状なし」で安城更生病
院を受診する場合の初診時
選定療養費が改定 ˝

˝



４月下旬に、現在の受給者へ変更後
の金額が表示された証書を送付します。
■内支給額（月額）は次のとおり 全部支
給諮変更前獅４万２０００円 変更後獅

４万２３３０円 一部支給諮変更前獅

９９１０円～４万１９９０円 変更後獅９９９０
円～４万２３２０円
■問子育て支援課（緯〈７１〉２２２９）

４月から児童扶養手当の月
額が変更されます

˝
˝
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■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

行政不服審査制度とは、行政機関が
国民に対して行う行政処分（営業の許
可、税金の賦課等）に関し、国民が行
政機関にその見直しを求め、不服を申
し立てるための制度です。
４月１日に行政不服審査法が改正さ
れ、公正性の向上、使いやすさの向上
の観点から、主に次のように変わります。
暫当該行政処分に関与しない職員（審
理員）により、中立的立場で審理

暫行政機関に、有識者から成る第三者
機関に意見を求めることを義務付け

暫不服申立てをすることができる期間
を３カ月（現行６０日）に延長
■問行政課（緯〈７１〉２２０８）

行政不服審査制度が変わり
ます

˝
˝

平成２７年中の愛知県の犯罪発生は、
過去３５年間で最も少ない件数になりま
した。しかし、住宅対象侵入盗と自動
車盗の発生数は全国ワースト１位。侵
入盗は９年連続の１位です。
確実なカギ掛けはもちろん、いろい
ろな対策を組み合わせて活用し、被害
に遭わないようにしましょう。
暫住宅を対象とした侵入盗の防止
暫特殊詐欺の被害防止
暫自動車盗の防止
暫子どもと女性の犯罪被害防止
■時運動期間獅４月１日～１０日
■問市民安全課（緯〈７１〉２２１９）、安城警察
署（緯〈７６〉０１１０）

春の安全なまちづくり市民
運動

˝
˝

■場販売場所獅歴史博物館
■内市教育委員会が毎年発行する冊子。
今号は、「国指定史跡 本證寺境内の
活用事業」の紹介と、「頼母子講仕方

たの も し こう

帳の仕方の解析」、「明治用水の水運
と水車利用～明治用水の忘れられた
成果～」、「中根医家と伊藤両村（民之
輔）～伊藤〈中根〉順蔵と妻春子～」、
「篠目城再考」を収録しています
■￥１１００円
■問歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）

安城歴史研究第４１号の販売 ˝

後期高齢者医療制度のお知
らせ

˝
˝

■対昭和５６年５月３１日以前に着工された
２階建て以下で、在来軸組工法又は
伝統工法の木造住宅（プレハブ、ツ
ーバイフォー等の特殊工法を除く）

■他耐震シェルターや非木造住宅に対す
る改修費補助制度もあります。詳し
くは問い合わせてください。補助金
交付決定前に改修工事に着手してい
る場合は交付できません

■申１２月２８日までの午前８時３０分～午後
５時１５分（松掌抄を除く）に、無料耐
震診断獅申込書 耐震改修費補助獅

申請書とその他必要書類を持って建
築課（緯〈７１〉２２４１）へ
※申込期限前でも予算を超えた時点
で受付終了。
※申込書・申請書は、同課・市公式
ウェブサイトで配布。

木造住宅無料耐震診断
あなたの家の耐震性を数値で判定し、
耐震改修の概算工事費を提示します。
木造住宅耐震改修費補助（一般型）
■対無料耐震診断の判定値が０．７未満の
ものを１．０以上（判定値が０．７以上１．０
未満の場合は、０．３加算した数値以上）
にする改修工事
■内補助額施１２０万円（対象経費が１２０万
円を下回る場合は当該経費の額）
木造住宅耐震改修費補助（簡易型）
■対無料耐震診断の判定値が１．０未満の
ものを０．１加算した数値以上にする
改修工事
■内補助額施対象経費の２分の１（上限
３０万円）

木造住宅の無料耐震診断・
耐震改修費の補助制度

˝
˝

北部学校給食共同調理場内の教育委
員会総務課給食係が４月１日より、教
育センター３階へ移転します。
■問教育委員会総務課（緯〈７１〉２２５３）

教育委員会総務課給食係が
移転

˝
˝

平成２８年度の一時保育実施
園の一部変更

˝
˝

５月２日より、てらべサニーサイド
保育園（今本町）で一時保育を実施します。
その他の園については変更ありません。
■対６カ月～５歳児
■問子ども課（緯〈７１〉２２２８）

■問国保年金課（緯〈７１〉２２３２）
保険料仮徴収（年金天引き）の開始
対象者へ４月中旬に通知します。
■他納付を口座振替に変更する人は、振
替口座の通帳・通帳の届出印・健康
保険証を持って、国保年金課へ
※変更は申請から３・４カ月後です。

平成２８年度の保険料
所得割率等は下表のとおりです。

※均等割額の５割軽減、２割軽減の対
象を拡大しました。
保養所の利用助成
■内来年３月３１日までの下記保養所での
宿泊に対し、１泊１０００円（上限４泊）
を助成

■対後期高齢者医療制度被保険者
■申各保養所へ同制度被保険者であるこ
とを伝え、宿泊時に保養所窓口で健
康保険証と利用カード（初回利用時
に交付）を提示してください

電話番号対象保養所

緯０５３１〈３５〉１１５１シーサイド伊良湖
（田原市）

緯０５３３〈６８〉４６９６サンヒルズ三河湾
（蒲郡市）

緯０５６５〈６２〉０１００豊田市百年草
（豊田市）

緯０５６８〈６７〉３８１１レイクサイド入鹿
（犬山市）

緯０５９４〈４２〉３３３０
名古屋市休養温泉
ホーム松ヶ島
（三重県桑名市）

緯０５６２〈８２〉０２１１あいち健康の森プラ
ザホテル（東浦町）
※県内保養所は、市民保養事業対象。

保険料
４６,９８４円均等割額
９.５４％所得割率

５７０,０００円賦課限度額
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■時運動期間獅４月６日～１５日
■内運動重点獅子どもと高齢者を交通事
故から守ろう、自転車の安全利用を
進めよう、後部座席を含めた全ての
座席でシートベルトとチャイルドシ
ートを正しく着用しよう、飲酒運転
を根絶しよう
■問市民安全課（緯〈７１〉２２１９）

春の交通安全市民運動 ˝

新城市の自然豊かな「とみおかの森」を散策。地域の住民で組織する「富岡
町づくり協議会」が、森の歴史や希少植物等の見所を案内します。
■時４月２４日掌午前８時３０分～午後４時
■場集合・解散獅市役所西駐車場
■対市内在住・在勤・在学者（小学４年
生以上）
■定４０人（先着順）
■持昼食・運動のできる服装
■他雨天時は内容を変更
■申４月６日昌～１５日晶に、郵便番号・住所・氏名・生年月日・電話番号・
ファクス番号をファクスでエコネットあんじょう（胃〈５５〉１３１５）へ
■問エコネットあんじょう（緯〈５５〉１３１５）、環境都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

市職員が業務に使用するパソコン
（約１０００台）の毎起動時に、画面上に掲
載する有料広告を募集します。
■内掲載期間獅７月～１２月 広告獅縦
６００ピクセル蓋横８００ピクセルで１枠
１０秒間表示 掲載料獅最低提示月額
１枠１万円（消費税等を含む）
■対市税の滞納が無いこと等
■定１月あたり３枠（１枠単位で申し込
み可）
※応募者多数の場合、提示額の高い
者を選定。
■申４月１日晶～２８日昭午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌を除く）に、申込
書、会社概要を持参か郵送（消印有
効）で企画情報課ICT推進室（〒４４６
－８５０１住所記載不要／緯〈７１〉２２０７）
へ
※広告掲載事業者は広告原稿データ
も提出。（１００KB以下のjpeg形式で
CD・DVDに収める）
※申込書は、同課・市公式ウェブサ
イトで配布。

市職員用パソコンへの広告
掲載事業者・広告代理店

˝
˝

三河湾や三河湾沿岸で、自然風景や
海と人とのふれあいの風景を題材に撮
影した写真を募集します。
■内賞諮金賞(１人)獅２万円 銀賞(１
人)獅１万円 銅賞（１人）獅５０００円
美SEA賞（７人）獅３０００円 いずれも
各金額相当の商品 審査獅作品展示
見学者による投票（７月２３日松に豊
橋市内で実施）

■対作品規格閣白黒・カラーともに四つ
切・四つ切ワイド・A４のいずれか
※自作で未発表又は発表予定のない
作品に限る。組写真・加工・編集写
真は不可。人物が写った写真は肖像
権に関する許可をとること。
■他作品の版権は主催者に帰属。応募作
品は返却不可

■申６月３０日昭までに、プリントした写
真の裏面に画題・撮影日時・撮影場
所・住所・氏名・Eメールアドレス・
電話番号を記載し、ネガ・デジタル
データ（CD－R）を添えて郵送（必着）
で豊かな海“三河湾”環境再生推進協
議会事務局（豊橋市環境部環境保全
課内〒４４０－８５０１住所記載不要）へ

■問豊かな海“三河湾”環境再生推進協議
会事務局（緯０５３２〈５１〉２３９０）、市環境
都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

三河湾 美SEA(うつくしい)
フォトコンテスト作品

˝
˝

安城歴史研究第４２号の原稿 ˝

■対市内在住・在勤者による、安城の郷
土に関する未発表の研究成果
■内文章は２０００～８０００字、マイクロソフ
トワード又はテキスト形式で作成し
てください。写真は５枚以内。資料
を引用する場合は、出典を明示し、
未公開資料の場合は、資料所有者の
使用許可（文書にて）を得て、応募原
稿に添付してください
■申１０月２７日昭までの午前９時～午後５
時（休館日を除く）に、紙出力した原
稿と原稿データを記録したＵＳＢメ
モリー・ＣＤーＲ等を持って歴史博
物館（緯〈７７〉６６５５）へ

１人から意見が寄せられました。こ
の意見提出に伴う計画案の見直し等は
行いません。
意見の概要等の閲覧
■時４月１２日昇までの各施設開館時間
（休館日を除く）
■場環境都市推進課・市政情報コーナー・
文化センター・各地区公民館・中央
図書館他
※市公式ウェブサイトでも閲覧でき
ます。
■問環境都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

環境基本計画改定（案）への
意見募集の結果

˝
˝

防災ガイドブック（風水害編）と地震
ハザードマップは、日本語版の他に英
語版・ポルトガル語版・やさしい日本
語版を用意しています。
災害の時、身を守るための大切な情
報等をわかりやすく説明しています。
■場配布場所獅市民課・危機管理課・各
地区公民館・福祉センター他
■問危機管理課（緯〈７１〉２２２０）

防災ガイドブックと地震ハ
ザードマップを無料配布

˝
˝

キキンラキンランン五葉湖ととみおかの五葉湖ととみおかの森森



江戸時代から続く「知立まつり」。今
年は、本祭りで５つの町から高さ７杓、
重さ５tの５台の山車が繰り出されます。
また、山車の台上で奉納上演される
人形浄瑠璃芝居の「山車文楽」と「から
くり」は、ともに江戸時代から伝承さ
れている情趣豊かな郷土芸能の粋です。
■時５月２日捷・３日抄

■場知立神社（名鉄知立駅下車徒歩１５分）
及び周辺道路
■問知立市観光協会（知立市役所経済課
内／緯〈８３〉１１１１）

（ ）内は前月比

〈平成28年3月1日現在〉
総 人 口
男 性
女 性

世 帯 数

18万5871人（＋54）
9万5247人（＋21）
9万624人（＋33）

7万2298世帯（＋29）

火 災
救 急

（年間累計／前年対比）

刑 法 犯
交通事故
負 傷 者
死 者

86件（ 206件／－61）
500件（1140件／＋48）
89人（ 188人／＋16）
1人（ 1人／－ 1）

人口・世帯

2月の火災・救急

2月の犯罪・事故

5件（うち建物 5件）
533件（うち急病358件）

知立まつり 知
立
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■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

子どもの成長を間近で感じてみませ
んか。
■内職務内容獅保育アシスタント（保育
補助、環境整備） 雇用期間獅５月
１日～９月３０日 勤務場所・日時諮

市立保育園獅午前８時３０分～午後４
時（休憩１時間あり） 市立幼稚園獅

午前８時３０分～午後２時３０分（休憩
なし） いずれも捷～晶（抄を除く）
賃金獅時給１０００円、通勤割増１日
２００円 選考獅面接（４月中旬頃）
■定各１人程度
■他資格の有無は問いません
■申４月４日捷～１５日晶午前８時３０分～
午後５時（松掌を除く）に、顔写真付
きの履歴書を持って子ども課（緯〈７１〉
２２２８）へ

保育園・幼稚園臨時職員 ˝

市民生活に必要なバス等の地域交通
の確保や地域の実情に即した輸送サー
ビスの実現に必要な事項を協議する、
安城市総合交通会議の委員を募集しま
す。
■内任期獅６月１日～平成３０年５月３１日
（２年間） 選考獅書類審査、面談
（男女比、年齢構成、地域構成、他
の審議会等の委員との兼職状況等に
配慮して決定。面談は書類選考通過
者のみ行い、結果は応募者全員に通
知） 報酬施会議１回７５００円

■対平日昼間の会議（年間３回程度）に出
席できる、市内在住・在勤・在学・
市内で活動する人
■定２人程度
■申４月２８日昭までの午前８時３０分～午
後５時１５分（松掌抄を除く）に、応募
用紙と「あんくるバスの利用を増や
すには」について書いた４００字程度の
作文を、持参か郵送（必着）・ファク
ス・Ｅメールで都市計画課（〒４４６－
８５０１住所記載不要／胃〈７６〉００６６／
toshikei@city.anjo.aichi.jp／緯

〈７１〉２２４３）へ
※応募用紙は、同課・市公式ウェブ
サイトで配布。

安城市総合交通会議委員 ˝

自転車購入費補助
■対幼児２人同乗用自転車を「まちの
自転車屋さん」登録店で購入した、
６歳未満の子を２人以上扶養して
いる人
※通勤用自転車、シニア向け自転
車への助成制度は平成２７年度を以
って廃止しました。

■内補助金額施車両購入費・登録経費
の３分の１（子ども用ヘルメット
２つ分までと子ども用座席の購入
費を含む） 上限施２万円

■他申請者は必ず自転車安全利用講習
会（右記参照）を受講してください
■申自転車購入と講習会受講後、捷～
晶午前８時３０分～午後５時１５分
（抄を除く）に、申請書・印鑑・必
要書類を持って、都市計画課へ
※申請書は同課・市公式ウェブサ
イトで配布。

自転車安全利用講習会
■時４月２３日松、５月２１日松午前１０時
～１１時３０分
■場市民会館
■他６月以降も月１回程度開催予定
■申各開催日３日前までの午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌抄を除く）
に、電話で都市計画課へ

自転車安全整備補助
市内の「まちの自転車屋さん」登録

店で自転車安全整備を受けると、１
年間の損害賠償保険・傷害保険（TS
マーク付帯保険）に加入できます。
■内補助金額施５００円
■他未成年者が使用する自転車は、保
護者が申請してください
■申捷～晶午前８時３０分～午後５時１５
分（抄を除く）に、申請書・印鑑・
必要書類を持って都市計画課へ
※申請書は同課・市公式ウェブサ
イトで配布。

■問都市計画課（緯〈７１〉２２４３）



■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師・指導 ■対対象・資格 ■定定員・募集人数 ■￥費用・受講料など ■持持ち物 ■他その他
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※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。

※Inscriçõeseinformaçõessomente
emjaponês

※Applicationsandinquirieswillbein
Japanese.
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